
若
松
市
の
道
難
所
に
毛
布
や
マ

　
メ
俘
ぢ
り
漂
兄
回
初
仙
氾
釦
て
尽
元
ノ
ウ
ハ
ウ
を
荏
　
　
　
　
　
藤
旅
次
鴇
に
見
調
れ
れ
た
混
児
庖
体
育
館
、
約
５
６
ｏ
平
方
討
）
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
野
技
官
管
理
者
は
「
ブ
ロ
ー

地
の
実
態
を
独
自
に
情
報
収
か
し
、
現
地
の
実
情
に
合
っ
た

医

県
奄
美
地
方
な
ど
、
国
内
外
の
被
備
蓄
．
岡
山
県
民
ら
か
ら
提
供
さ
　
　
　
世
界
も
足
元
も
　
　
バ
ル
化
に
伴
い
、
国
境
を
超
え
た

集
．
必
要
な
場
所
に
、
必
要
な
素
早
い
対
応
を
取
る
こ
と
が
で
　
　
　
　
　
災
地
計
1
8
力
所
に
対
し
救
援
物
資
れ
た
生
活
用
品
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
　
世
界
を
見
据
え
た
活
動
ば
か
り
迅
速
な
支
援
が
ま
す
ま
す
重
要
に

物
資
を
ヽ
必
要
な
だ
け
繰
り
返
き
た
」
と
振
り
返
る
・

域

を
発
送
・
東
日
本
犬
震
災
で
は
９
な
ど
を
保
管
し
て
い
る
．
で
は
な
い
．
大
学
校
の
関
連
医
療
な
る
．
一
方
、
足
元
の
地
域
で
は

し
送
る
シ
ャ
ト
ル
支
援
で
救
援
　
　
　
　
　
８
カ
升
　
　
　
　
　
ヽ
月
末
ま
で
に
1
9
回
、
計
約
5
3
万
点
　
　
０
　
　
ぼ
　
　
　
　
法
人
の
国
際
貢
献
大
学
校
医
僚
機
少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

活
動
に
当
た
る
．
今
回
は
特
に
　
　
国
内
外
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S
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を
現
地
に
運
び
込
ん
だ
・
福
島
県
　
　
・
″
人
４
了
　
　
構
が
地
域
に
根
差
し
た
医
療
・
福
国
際
貢
献
と
地
域
づ
く
り
を
今
後

急
を
要
す
る
と
判
断
．
被
災
地
　
大
学
校
は
２
ｏ
ｏ
１
年
９
月
　
↓
ぶ
　
南
相
馬
市
の
避
難
所
運
営
や
、
該
　
人
材
育
成
で
は
㈲
年
か
ら
県
と
祉
の
充
実
に
カ
を
注
ぐ
．
　
　
　
も
両
立
さ
せ
る
の
が
使
命
．
岡
山
、

に
向
か
い
な
が
ら
搬
送
先
を
決
に
開
校
し
た
．
0
4
年
の
新
潟
県
　
　
　
　
　
射
性
物
質
を
取
り
除
く
除
染
活
励
Ｔ
連
携
し
、
国
際
救
援
活
動
を
テ
ー
　
　
0
3
年
９
月
、
新
見
市
内
雄
二
の
日
本
の
国
際
貢
献
の
底
上
げ
に
つ

め
、
翌
1
3
日
に
は
福
島
県
会
車
中
越
地
質
を
皮
切
り
に
、
サ
イ
　
　
　
　
　
に
も
携
わ
っ
て
い
る
．
　
　
　
　
　
マ
に
講
座
を
実
施
．
ご
れ
ま
で
に
産
婦
人
科
を
備
え
た
国
際
貢
献
犬
な
が
る
よ
う
活
動
を
さ
ら
に
充
実

若
松
市
の
道
難
所
に
毛
布
や
マ
　
ク
回
ン
被
害
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
　
　
上
　
　
救
援
物
資
は
シ
ェ
ル
タ
ー
「
旧
社
会
人
、
学
生
ら
延
べ
士
７
０
人
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ソ
ニ
ッ
ク
さ
せ
た
い
」
と
し
て
い
る
．
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